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クラシッ ク ギ タ ー の _ ¯ は 、 � ^ の�のÓm
�¬く[なり 、 ス H ー S ギ タ ー 5 > TクトRッ
クギターの6 � に M ッ ク を Õ い な い た3、`�
す9��の2 な 7 � 、 ^ � も 多 く の �をÃÚし
て¿�すÉÖ � あ 9 。 ! の た 3 、 � k者��い
のまま_¯す 9 � と � È j ½ Ä し い 楽器であ9。
)<な楽器の _ ¯ t � を � Â す 9 f ¼に�いて
も、¦�± � は É Ö Ë b | な も の で あ9�、ク
ラシックギ タ ー は 、 ] £ で a 楽 を ¯ で9�と�
で�9Ý¨ 楽 器 で あ 9 た 3 、 · � の 授y5⼤k
の講義な) 、 ¶ r o で の � Â を Ô s Ðく�:9
 �に、Ä Z ¾ の � い 楽 z を e ´ と して©»す
9と、Äし い 楽 器 で あ 9 と い � 意 � を¡�%�
てしま�� と に な 9 。 本 Ü で は 、 X �のe´を
/ま�、ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の ¯ Î を ¶roで�
Ù½�%i � に ¢ に % � �  9 た 3 に¤�した
教�と、! の 教 � を Õ い た 本 k Æ µ 教\kÌa
楽 教 \ k ª � の 講 義 「 器 楽 基 礎 I 」 で の � « を
¹して~v し た } d と 、 � � の e ´ に%いて�
09。

�	)'*6 � ��
�

本kÆ µ教\kÌa楽教\k ª�のÉ�cÒ
であ9「器楽基礎 I 」は、� 0 Ñ¸の�講⽣¬±
を � ASーOにÍ�、ßÇ楽器�RBーGー�
ギター�Ý楽器の � %の楽器を、!:":�h
�%の講義でUーJーシPVしな�7k<でい
く { を と $ て い 9 。 シ ラ バ ス で は 「 R B ー G
ー�ギター�Ý楽器の��では、!:":の楽
器を��にWい、楽器の�®2をØgした��
で、基礎½な¯Î5表�Î、�ÁÎを¢に%�
ていく。また、�¯の{²をと9�とで、アV
サVNSÅÛをÀ�に×��とも,7いとす9。
X=クシPVに�いて、|�講義�&� hÒ'
にØg¾5¼µ¾をo9Jストをxい、また、
_ ¯ Æ 表 も � � x $ て い く 。」 と � : て � り 、
ギター��に]してはXQの � %の講義�7w
¦�:てい9。

1 � 楽 器 の Ý� � W い Ñ � w � Ñ 5 �� � X
�¯Î�D´³aWに%いて

� � ©aに69アVサVNS
� � ア S 0;7 � Ý a の ¬ � Ñ � � � z の g
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� � �:までのま と 3 とÊ� � � t��
�0�� Ã¾ � 7 本 講 義 を担当す 9 に あ た り 、 À
講義の前Â者の�り ® 2 を ~ v し た � � で 、¼
µÒÇのTGS はÐ*、 a 楽 ½ なZ¦ ¾ に�¹
を¯�な�7、 シ V O S な > ク サ サイ<5>H
Mードをと�し て 、\©に _ ¯ ��Ú9 とい�
¦�±�をjりÎす � と で 、hい µ ¦ n をn)
な�7_¯t� の � Â � で � 9 � と を�$て、
教�を¤�した 。�yで は 、^£の ギ タ ーÕL
>ード5>HMードを�Tし 、 ! : 7 � い�に
Õ:ていたとし て も 、 本 講 義 で�Õ す 9 �と�
ÄしいØÖをu� な � 7 Ü � 9 。

�	�"
%!
$�/.

ギターは、�k 者 に と $ てnし て\©に_¯
で�9楽器では な い � 、�*P. �×Z で、Ý
a�¯で7:9 � と も あ り 、�U· の様々な a
楽ÍÔでO¯� : て い 9 。 ! のpÛで あ 9·º
の5ードは、�U· にv� り 、様々な Æ¸を�
(�U·で»°し て � り 、Nー U ッEに ��9
RMート¢の楽 器 にr$ て も 、 SCッ サ Vスの
�§�7、VSで た . た .�り �(7 : 、sく
�7楽É�Û¹ し て い た � と � 7 も 、 ! の£_
のÈÏ¥を��� い知9 � と � で � 9 。

!のた3、ギタ ー]ßの 教¡本 のÝ�はsく、
1� �`zに は 、 スHイV の9スES � サ V ス
����� � ���# � 1�� 0 �1�1 0 � を は ) 3 と す 9 、
多くのギタRス ト に 6 9 教¡本 ��Æ� :、v
くNーUッEでÛ¹ し た 。! の � ギ タ ー ���
の{にiくな$た 1� �`に は 、JッJ7�8
S 8 ッ シ 
�  �� 	���� � � � � 1����1��� � に
69L>ード��Æ� : た 。 � のL>ードは、
g�をR�たË�のÍ±のÀ本tÆ��Æ�:
て�り、��もvくÛ¹ し て い 9 。8S8ッシ
のL>ードの½²と し て は 、D´³� 7�に、
X´のス:ーS、8@V?3な ) を�にÞ�し
ていく{�とな$ て � り 、«�に � 7 : た>H
Mードの�々�½²½ で 、 _ ¯ t � とfにクラ
シックa楽の基 礎 を k.� と に も·し た 教�で
あ9。

! の � 、 i § ½ な ¯ Î を v 3 た F ラ V シ ス

B � タ T 9 ����� � � �� �$� � ��� � 1����
1�0� � は 、L>ードは�し て い な い � 、 ! の¶
⼦ で あ 9 > K R 7 � O ; P S 
�� � � �
�! �� � � 1����1��0 � � タ T9の ¯ Î に]し て ま
と 3 、 ス H イ V t 、 F ラ V ス t で a � : た

��!� � � � � #����� �� � � �! �  � � � � � 1�� � � を�
Æしてい9。�*7は¬ � Yにもc.�}なL
>ードで、Ý�な)を�Òした¨]Yの¤、¨
¿Y�7は��者���½にk09>HMード
�、�}なg�とともにl~�:てい9。

8S8ッシのL>ード�、ギターのt�½な
⾯と、a楽!のものの知�をÌxしてk.{�
であ9た3、|�rの­W�7a楽½Ö�に¥
g�なく、ÄZ¾はµくない。!:に対し、O
IーSのL>ードでは、^�の2のkÞ�7ス
タートし、�々に��をR�9{�とな$てい
て、×Zに�り®39¾×とな$てい9。 と�
2�、��を��­Wにな9と、dmにÄZ¾
��くな$ていくな)、]%]%の>クササイ
<をし$�りと�Âしな�:-�の­W/�1
�と�Äしい�りとな$てい9。

6 りi§のÜを あ(9 と 、�0 1� Ãに�Æ�
: た ス タ V R ー � イ 6 ー ? � �� � �"
��  � � � 1���� � に 6 9 教 ¡ 本 で も 、 ^ � の J ク
BックのÁÁをÁÄにx��りとな$て�り、
��の¿���てく9までに、 基本の¿�を�
Âす9�とに�なりの�oを��9�とにな9。
]¾�しくない��5¯Î��[+いて�7�
�す9のは{ÄをÅ�た3、�:7のL>ード
は基礎のÌÍに��を�いて�り、Ø ½なk
.Ñを��してい9とq�9。

し�しb�½にq�-、Üにe(た^£L>
ードでは、�Âに対す9hい意Ù�Ö?�:、
�¬な§Ûに6$て基礎½なÛをし$�りと%
�な�7�µす9�とを前¢として¤��:て
い9た3、当�な�7、a楽の授yでギターを
�3て�に�9·�⽣5、教'をÒ�すk⽣�、
¶roであ9|µrの_¯t�の�ÂをÒ�す
 �には、6Õ�しにくい。
¼者はギター_¯の��、�zをªÑとして

い9た3、^£のL>ードとは$$た{で、�
k者�Ë��、£3�、!してÉ�µ¦bÅな
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{でe´を© » す 9 た 3 に 、 講 義 に先Ú$て教
�を�¦し た 。 教 � に9ま : 9Þ� Õe´に]
し て 、 X Q 、「 > ク サ サ イ< 」 を \ Z ½ な � の
±�、「 > H M ー ド 」 を 6 り a 楽 ½ な �¾に i
いものと» 義 す 9 � 、 > ク サ サイ<に�いても
©mな�のP¿ で は な く 、 a 楽 ¥ を�$たa�
とな96��� � て ¤ � し た 。 ま た1É�をß
�す9な)、 a を�すだ� のm�な >クササイ
<にと)ま9 も の は 、 楽É* �L«で�Òす
9�ととし た 。 � : はÞ� � に 楽Éをo9�と
で¿�に対す 9 意 � をI��  な い た3であ9。
� y で は 、 � ¦ し た 教 � を � T し な � 7 、�

ASーOに対し て � ¾jりÎしx$ た講義の�

«に%いて�09。

�	¤�した教�と講義に��9�«

��� ���

Á Á Ì に あ た 9 ¨ ] h の 講 義 で は 、 ギ タ ー の
Ý�と楽器のw�5XÌのÑwの��、P�な
)aÉに]す9�Òをx$たあと、��にギタ
ーを�に�り、��5^�の_¯ÑÎな)をL
«で�Òし、ま�は楽Éを���、^�の2で
�を¬くÞ�をx$た。!の�、XQの教�に
�り®<だ。

( � ) #-."* ������ ���
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��の > ク サ サ イ<�、�で は 、 © � の 2
を W � 。 ^ � は �� で 、 � � は ! : " : ] 本
の � にF�ー8ス し て 、1É� と ® 2 �� 
た�a の 2 で _ ¯ をx� 。¿% の > ク サ サイ
<で 、 ! : " :Åの ] � を Õ い 9 � と で 、 ¬
く À)¿ � をÅの � でÞ� す 9 { に な 9 。a
た 6 � な > ク サ サイ<をjりÎす � と で Ä Z
¾ をQ(た 。 ¬ ± を ¹ し 、 ] % ] % の > ク サ
サイ<を\Hに 、\©に す 9 � と で 、e³を
jりÎ� な い 6 � な e ´ � り を�� � た 。 ま
た 、 多 く の 教¡本 で は 、Cッ ク の«に あ 9 1
� の1É� を _ ¯ す 9 � と �|� の e ´ と な
$ て い 9 � 、 本 > ク サ サイ<で は 、 ·�Ì に

�7:てい9 � �、� ��7スタートす9�
と で 、 ギ タ ー に � 3 てy: 9 � � 7 、 ^ � 5
� � のポ;シ P V を·�にw� 9 � と を 意 �
で � 9 6 � に し た 。 > ク サ サイ<�で は 、 �
の#¿ をÞ� す 9 � 、 � � のポ;シ P V は�
と�を©jし て い 9 た 3 、 � : 7 は V=ッ
トにな$てい9。

> ク サ サ イ< � は 、{た な � と 、{た な �
� の � を�Õ し 、 R<�Eタ ー V も変�り 、
様々な¹で�意 � É Ö と な 9 。�く > ク サ サ
イ<�は 、©� で _ ¯ す 9 J クBッ ク を��
し た も の で 、 6 り > HMードにiい も の と な
$てい9。

( � ) #-."* ������ ��	

> ク サ サ イ <	、
は{た な � を ! : " :
Þ�す9ものであ 9 。 1 � と�� は � な りÚ:
てい9た3、� ^両Ñの � � 、 � �変�9に%
:ÐØな��5A«にÆ$ たポ;シ P V をと$

てしま�:ース�多いた3、�の�¹で�しい
�の{を意�½に5�96�、�Áをx$た。

> ク サ サ イ <�は D ´ ³ の ス : ー S で 、 �
�e´の]%でもあ9。

( � ) #-."* ������ 
��
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1É�を��¨]ポ;シ P V で は 、|もÃÚ
して¿�す � と �{Ä な � �u� を Õい�に_
¯で�9の は 、D´³と�´³の ス:ーSであ
9。��者/の ÁÁと し て 6 り·し てい9D´
³を��e ´ 、 ま たÞ� ´ � と し て�<だ。P
�をdÍでp�Q1� り に す 9 � と で、�ºP
の»°をF$ た 。 M ア�Éに[: て い9k⽣に
と$ては、 �ºP� ] % � % � : 9 た3、!の
¹をjりÎし�Òし た 。 ! の�� に 、�の­W
で は���F T ッ ト を ! : " :���の � で `
�す9�と を¤¡し 、JÅに H6ッ クをしてま
�96��� � た 。 � : は � � のポ;シPVを
!»� 9q� と な 9 。 ま た 、 À様に^�のP
� �� のÑwを|ª�  9 6 ��� �た。¶r
oでの_¯ t � � Â に � い て は 、 � r­W�7
ÕtをjりÎし�Òす 9 � と で�r »°をÒ�
す�と� �Ö で あ $ た 。

X�の>ク サ サイ<は 、�と < ) ¬'�Ð´
なく_¯す 9 � と � で � 、 µ ¦ n を�2�,9
とい�¹で は�2 � ¦ � し た とq� 9。�の­
Wでまだ� � く¬� て い な い と n)てい9k⽣
に対しては 、 す で に � な り � µ し て い9�とを
jりÎし�Òす 9 � と で 、�HGー シPVのi
Ðに§3た 。

� �� ¨¿h
¨]hのzりÎり をx$ た あ と 、{たなe´

として>ク サ サイ<� �� � �µa%のD´³
のス:ーSに�り ® <だ。 � � で ^ �~�の¯
ÎをÁÁし た 。~� は 、 ア S アイT ¯Îの2に
�り®2、 � の � にÁÁをx� Ý a&アSH;
7'¯Îの前­Wと し て6Õ し た 。~�の_¯
の�には、 ^ �~�を¨¿]�� 7 ¿�す0�
だ�、~� と � ¬ ± を�$ て � を _ ¯す9:ー
ス�Xo� : た 。~�だ� で©a を _¯す9の
であ:-! の 6 � な ¯ Î で も _ ¯ は bÅだ�、
多¨a楽5 Ý a を _ ¯ す 9   � 、 ^ �X�を�
$て_¯す 9 É Ö � あ 9 の で 、 ^ � の{�、~
�で_¯す 9 � も �� で _ ¯ す 9 � とÀ)にな
96�、jりÎし�Òをxい 、 ! の �]£]£
のF�ー�を i°し 、 É Ö な   � は ��をx$
た。

!の�、��にaした楽ÉをÕい、Ýaの¯
Îに%いて�Òをx$た。ÝaのÁÁにあた$
て、ポッOスÍÔで��:9タNÉをÕ意し、
­2 Ñ を �Ò し た 。 > T�ギ タ ー 、 ア B ー ス
J�ックギターではタNÉ�Õい7:、K��
­3なくても­É�で�9�と�7、ËVなÝ
aのP�をcす�にはÒ�だと考�ていた�、
��の講義·には、タNÉの�bと���ºP
とをRÀしてしま�k⽣���し、R×してし
ま� ⾯�あ$た。{たなt�の�Âと 、タN
Éの­ÉÎの�Â��な$てしま$た��に、
��のP�表aに]しても»°�kÍではな�
$たた3、�の�¹でのタNÉÁÁはÔ して
いた6�な�dはあ�7�、1し2Ë·�であ
$た。� ºÒXOのASーOには!の¹を�意
して�Òをx$た。
��の楽É|�­、|�の � Ýaは、]¹½

なBード_¯の�にÕい9Ýa の`��Ñで、
�:7���者にと$てËVであ9�と�7、
ギターはÄしい楽器であ9とい�&xをもた7
してい9�⾯�あ9。��に、�iに`�で�
9k⽣は��0Ðであ$た。! のÄし�を]¾
±�して�7、�の � u�にa�:た、\Z*
�:たÝaに�り®<だ。�*7はÐ´なく_
¯で�9k⽣��と<)であ$た。

引き続き、和音の奏法として^� � �� の �
�の2にM$たアSH;7¯ÎのÁÁをx$た。
> ク サ サ イ <�、�で は 、 ト ´ ³ の ト B ッ ク 、
ドK�Vト、サNドK�VトのÝaを�Âし、
\Z½なÅ¯�で�9�とをÒ�した。

アSH;7に Õい9アSアイT¯Îと 、|�
に�Âしたアポ�Vド¯ÎのBÅを¿hの講義
で¤¡す9�と�Äし�$た。�:はスHイV
tに¯�2のないÀ本£k�者であ9X��Ñ
のない�とであ9。6り��り5すいÑwをÈ
=½にÕい9な)、/�Uを��o�したい。

t�½には、�のhに�いても⼤�く�:を
と9k⽣は�7�、ÔÓのあ9ASーOでは、
¨Whで�り®1�/9�と�のLU@�ーを
先�りしてÞ�した。�の�/9�と�は��
e´の]%であ9。
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� �� ¨Wh
前hのÊ�をxい 、½に J ス ト の e ´ とな9

D´³のス:ー S に]し て �¹½ にzりÎりを
x$た。!の� 、 ] £ ] £ 、 ク ラ ス ¬'の前で
ス:ーSを¬くÞ� をx$ た 。 ÐÅ¯ で Ã¯す
9楽器はvなく、 ! の · で も iの�⾯にS$
てw�9クラシ ッ ク ギ タ ー は 、 Ã½の Ò�で_
¯をx�た3、�� に先Ú $ て ± � す 9;.を
©�た。 ! の� 、 も � ] % の e ´ と な 9�/9
� と�の 楽 É �� � � をµÀし た 。�/ 9 � と�

はßg�r�知9t-であり、~し2��*5
すい�と、1É�をÕいたÝaを_¯し5すい
ト´³で、LU@�ーも¨]ポ;シPVで_¯
で�9�と�7��した。k⽣はLU@�に¶
ÍaÁ�¿�す9 ��1� u�に]してはÅ¯の
Eートを、!:X2はLU@�を担当し、¼者
�主にÅ¯Eートと ��1� u�のLU@�を担
当した。

��1� u�のÅ¯ÌÍでは、サNドK�Vト
のÝaに¸1{をÕい9�とで1É�であ9 �
aをHGSとしてÕい9�とで、¨¿hの�に
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k<だアSH;76 り も 5 5 Ä Z ¾ をQ(、Û
:のな�でKス �<� 9 b Å ¥ をAÛ²sした。
¬'と]¾ � % ¹ し で �� 、|� にクラス¬
±で]oに_ ¯ をx$ た 。

¿�¯{�で�/ 9 � と�を _ ¯ す9�とは、
多くのk⽣ に と $ て �)� を n)9 �と�Yい

し:た。�の¹でもµ¦nを�_した教\Ñ�
は¦�していたとq�9�、�の­Wでは、�
楽器¯者であ9k⽣の·に、e´�\©であ9
�とに55Ã�りな�をn)てい9様⼦もo7
:た。

( � ) � #-. �������'&"*�$+0�

� �� ¨Zh
� の h で は � � と し て 、 D ´ ³ の ス : ー S

�� � > ク サ サイ<
、� � と�/ 9 � と�の
_¯を]£� %x� 。�� を[3 9前にÞ�の
�oを�り 、 ¬'と ] ¾ � %�/ 9 �と�のR
DーサSをx$ た 。 ! の o 、�� の k⽣はd主
Þ�をx$ た 。 ! の � 、|� の�� として、D

´³の ス:ーS¿�を]£�%_¯し、�いて
¬'で�/9�と�を�¯{�で¹したあと、
T.]£�%�/9�と�の��を�]した。
��の_¯は、]£]£�教fの前Ìでxい、
¤のクラスLイト は8>とな9{でx$た。

��の}dとして、D´³の ス:ーSに]し
ては、た)た)しいk⽣も�Ñいた�、3,¬
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'Ð´なく_¯す 9 � と � で � た 。 R<�6く
_¯で�96� に 、©mな ス:ー S の �Qでは
なく、FTー<ÂのEッ=ー; �� � > クササ
イ<�、� � を e ´ と し た � 、½に � a%の�
� は|� の ]u�に�$ � � の 6 � に � a �
R�7:てい9 の で 、 多 く の k ⽣ � � の aを¬
く�とをÌ:てし ま $ て い た 。 > ク サ サイ<に
/�のÔ��あ9 た 3 、½,に は·(し な�$
た。
�/9�と�に]し て は 、 Ð Ø な く _ ¯で�、

a楽½な_¯に�り ® 3 9 J Vポn を ] £]£
Ä��し、:Í¹ り の J VポでÅ¯ をx�6�
に���た。aÁ¹ り に _ ¯ す 9 � と に�]´
なk⽣もいた� 、 し $ � り と a 楽 ½ な 表 �に¼
µしてい9k⽣ も 多 く 2 7 : た 。+¾ も^ま$
て_¯�±�す 9 6 � なÜは な く 、 講師とのア
VサVNSもÐ´ な く � な  て い た 。

す0てのk⽣に対し 、 �4¹X � の½,を%
�9�と�で� 9 } d と な $ た 。

�	-,����85(�40��3�7�

講義の�«に� い て � Ö_し た¹と し て、k
⽣に対し、�Úて い 9 、 e ´ を 講師の »¹り
&もしくは!: X � の ス M ードで'� な  てい
9とい�¨�� を 、 ク ラ ス ¬ ± とJ々の k⽣に
対し、¿¸にx� � と で 、�Úな い 、 Ä しいと
い�C9J�Nな Æ を�*に く く す 97@+
くりを���た 。 ) :だ� シ V O S な e ´でも、
|�にµ¦す9 � に は � な 7 �Ê3 、 ! の·で
½にÕ:てい9¹を�し 、 ¨ � � をx$ た。ま
たvし{Äな ⾯をG� て い 9 k ⽣ に は 、�o
を��て�$くり とÞ� す 9 � と を�し 、�に
は�oを��て ]oに�り ® 2 、/�ÑÎを¥
�な�7、¦� す 9 の をo®� 9 6 � にÛ意す
9な)、bÅなrり ¬ ± に対す 9�Òに^ま7
�、]対]での � ま 3 な対)を�� � た 。·⾯、
�楽器の_¯E� � あ 9 k ⽣ な ) は�Cな�o
をf
してい9  ⾯も あ り 、�¾ ��く 、深く
k.意Ù�あ9 k ⽣ の た 3 にd� e ´ をl»す
9ÉÖ¥な)を n)9 � と と な $ た 。 ま た、|
�hであ9 � hÒ の 講 義 の � に は 、 Ð`に��

に�4した�とは、すでにギター_¯��Ú9
6�にな$てい9�とであ9とh³して¥�、
a楽教'とな$た�に⽣¦に教授す9�に、な
90くポ;J�Nに�り®396�にな9�と
を意�しな�7¨��をx$た。

講義の|�の��(として、����ÜしR
ラックスした­Wで、Þtであ9FラVスÏÕ
�FTーS�;�ック�のÉ­2をx$たあと、
クラスを�ASーOにÍ�たÞt&_¯'をx
$た。��6!Ð´なく¬�96�にな$た­
Wで、]£�%�ºにÞtし、講師� 1 º|�
を担当す9{で、¬'での�¯を±�してÙ�
のZÜとした。

!の��、本kではス:ーS� �� 0�� のu
�い楽器の��、�@�d±もu�いアRアの
1� �`ギ タ ーDの 楽 器 も k ⽣ Õ にn�し て �
り、��u�い�とで_¯に{Äを5�9k⽣
�Ñに�:7のØÕを�した。]¹½に教\�
 には��い$た楽器のÕ意�ない�と��と
<)であ9た3、½にÐ´�ない、��のk⽣
は]¹½な ��0�� のス:ーSの楽器で��を
x$た。

�	�& 
#��
�

XASーO|�講義で、前Â者�x$ていた
アV:ートをÛÕし、�講者にaÁを"Öし た。
k⽣ � � Ñ¬'�7のh¨をÂた。講義のÎ�
¾を � ­hで½,す9��b�vない�)�い
Î�¾�yÒでは、�� Ñは 1 、� Ñ� � を��
し、3,�いÎ�¾�Â7:た。

ギターのイLー;をÐ�yÒに%いては 、Ù
�前5[3た-�りの�¹ではÄしいイLー;
であ$た�、講義を�講す9に%:、�々に¬
く�と��Ú9 6�にな$たとい��nを�て
たとい�n �多�o7:た。 またギターはB
ード¬�な)、Å¯をす9楽器だと�$ていた
�、©aで_¯す9�とに�いたとい�意oも
多くo7:、Ã¯楽器であ9クラシックギター
の知Ñ¾�gい�§ではµい�とにÖÚしてい
96�にo��7:た。

!の¤、n をdÖにh¨す9yÒでは、�
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Ñ�、Ê37 : た � と 5 、JÅに � oを��て
教�7:た � と を/� $ た¹に あ(て�り、A
SーOTッ ス V で あ $ て もJÅに�3をi°し
な�7、� µ し て い 9¹を あ(てÊ39�と�
�HGーシ P V の��に�� $ て い 9とい��
とをTi°し た 。R� て 、 講 義 の|�にx$た
�FTーS �;�ッ ク�に % い て も�意½な意
o�Xo� : 、 � ¯ の 6 � に 2 < な で楽し1�
oを�9� と � 、 ¬ ± の�HGー シ PVを��
す9�とに % な � 9 � と も i°で � た。
¼者�講義 の � に|も � Ö_し て いた、µ¦

nをn)�  9 講 義 の � « に % い て は、あ9¼
¾の¦dを �(9 � と � で � た 。·⾯、��の
u�を�$た ` � 5 、 ^ � の �&-�'を�$
た¯Îな) 、 �)½ な t � で あ り な �7�Âに
�o���9 も の は!く な ) 、 t � の����
をx�ÉÖ � あ $ た た 3 、´r ½ な Ò�でo9
とギター教 授 Î と し て は ËkÍ な Ì Íもあ$た
た3、�� は ¶ r o の k . に 、 6 り��½なt
��Âを�3Q1ÑÎ Ü に % い て ~ vをx�É
Ö¥をn)た 。

�	����

本Üでは、 ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の � k者に対し、
u�なe´ を 多 � に © » し 、 ¦ � ± �を�2�
,、µ¦n を Â 5 す い { で k.� と で、¶ro
でギターに対す 9O°を*� な � 7 、基礎½な
_¯t�を ¢ に % � 9 教 \ � «6¿ に%いて�
0た。
¼者は本講 義 を担当す 9 ま で 、 ギ ター_¯に

]しては、J£ T ッ ス V {�5f¾楽ASーO
/の�ÁE� し � な � $ た � 、 f�にtk教\
�yの'�講師と し て 、	.05�4��の講
義に]す9 ~ � を � � た � で 、様々な⼤k の	
t]�講義 5 、 ]¹�y で の	t~ �を担当し
たE��あ $ た た 3 、 ! の � に Â た�5D55
知oをÛÕ し 、J£ T ッ ス V で のE�と®2�
� 、µ¦ ¾ を � Ö_し た 講 義 をw%す9に�
$た。

e´¤�に�$ て は 、 � z
と し て�:まで
ギター�¾5 、½に �
者�� ギ タ ー>HMー

ドを�zしたE�を6Õし、バSトーク�Gラ
���  �� �� � � � 1��1 �1��� � の、�KクUBス�
ス 
�����������を参考としてい9。

本�«でÂ7:た·!¹を元に、本Ül~の
楽Éを]Ì��したものを、$�� a楽表�
は±で��9��a楽表�は�7だで変�9�
6 く�� 9 � 7だの � し い � い Ñ T ッ ス V�
��0�� � の¨ � "「器楽の基礎2ギターÍ」に
aした。

ASーOTッスVでギターを教授す9ÑÎに
]す9~vは+だvなく、��とも~v�ÉÖ
なÍÔであ9と考�7:9。¤ÍÔのASーO
TッスVの�Î5、!の�HGーシPV��の
た3の�り®2を~vしな�7、��も器楽基
礎 I の講義/�5、�k者��の教�の¤�5
教\ÑÎの~vに�り®<でいく。
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実 践総合セン タ ー紀要 8  ( 2 0 0 9 ) :  1 3 3 ‒ 1 4 6 .
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１７ 『 ⾳ 楽指導⽀援の た め の 演 奏 法 の⽬的

指向知識 の構築』 研究報告⾳ 楽情報科学

（ MU S ） 2 0 1 7 -MU S - 1 1 5 ,  n o .  4 2 :  1 ‒ 5

河内勇 ,  河内知⼦ 2 0 2 0 『「 ⾳ 楽表現 の知識 と 技

能Ⅲ（ 器 楽 ）」 の 授業改善の試み ―管弦楽 器

の 基 礎 的 な 技 能 に関し て―』 兵庫教 育 ⼤ 学

研究紀要 5 7 :  4 5 ‒ 5 2 .
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